
　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
大
き
な
課

題
と
し
て
、
会
員
の
獲
得
に
苦
慮

し
て
お
り
ま
す
。
平
成
26
年
度
か
ら

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
歩
調
を

合
わ
せ
始
め
た
１
万
人
会
員
増
強
運

動
（
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

1
0
0
万
人
会
員
増
強
運
動
）
が
本

年
度
で
終
わ
り
ま
す
。
過
去
４
年
間

の
実
績
は
、
会
員
が
増
え
ず
、
逆
に

減
少
し
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
・
県
で
は
、

地
域
を
支
え
る
団
体
と
し
て
、
老
人

ク
ラ
ブ
に
大
き
く
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
国
の
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

に
よ
り
、
介
護
支
援
を
必
要
と
す
る

人
に
は
、
市
町
村
自
治
体
は
、
独
自

の
新
地
域
支
援
事
業
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
老
人
ク
ラ
ブ

が
行
う
地
域
サ
ロ
ン
の
開
催
や
声
が

け
運
動
、
安
否
確
認
、
話
し
相
手
、

ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
家
事
支
援
、
ま
た

介
護
予
防
運
動
な
ど
は
、
新
地
域
支

援
事
業
そ
の
も
の
で
す
。

　

市
町
村
自
治
体
を
主
に
社
会
福
祉

協
議
会
や
町
内
会
な
ど
と
上
手
に
協

力
し
合
い
な
が
ら
活
動
し
、
さ
ら
に

会
員
獲
得
へ
と
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

終
わ
り
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
、
新
し
い
年
が
素
晴
ら
し
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

会　

長　

松
﨑　

徹　
　
　

八
戸
市

副
会
長　

齋
藤　

昇
一　
　

青
森
市

　

〃　
　

上
山　

キ
エ　
　
県
老
連
女
性
部
長

理　

事　

相
馬　

齋
弼　
　

弘
前
市

　

〃　
　

佐
々
木
一
吉　
　

十
和
田
市

　

〃　
　

折
舘　

博　
　
　

む
つ
市

　

〃　
　

乗
田　

勝
雄　
　

鶴
田
町

常
務
理
事　

西
澤　

正
規　
　

県
老
連

監　

事　

今
田　

健
藏　
　

平
内
町

　

〃　
　

舘
山　

新
一　
　

藤
崎
町

　

〃　
　

前
田　

覚　
　
　
県
老
人
福
祉
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
長

　

事
務
局
長　

五
戸　

秀
樹

　

参　
　

事　

大
橋　

恵
美

　

事
務
職
員　

寺
坂　

美
貴

　
　

〃　
　

天
井　

準
子

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

い き い き ク ラ ブ 青 森
当連合会ホームページ http://ikiikicluba.sakura.ne.jp もご覧ください

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
松
﨑
　
徹

県老連主催健康福祉大学校（板柳会場）「実技ヨガ」

迎春

2019年
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26
年
度
の
会
員
増
強
運
動
か
ら
会
員
を
増
や
し

続
け
て
い
ま
す
。入
会
案
内
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、ク

ラ
ブ
未
加
入
世
帯
へ
配
布
。町
社
協
機
関
紙
、Ｈ
Ｐ

へ
の
活
動
掲
載
、愛
称「
い
き
い
き
健
康
階
上
ク
ラ

ブ
」で
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等
、地
域
と
一
体
に
な

り
活
動
す
る
こ
と
で
今
後
も
非
会
員
呼
び
か
け
運

動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。（
活
動
の
詳
細
は
前
号

１
４
７
号
参
照
）

　

単
老
４
ク
ラ
ブ
、会
員

71
名
と
小
規
模
で
す
が
、

積
極
的
に
会
員
の
意
見

を
取
り
入
れ
た
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。ペ
タ

ン
ク
大
会
や
日
帰
り
研

修
旅
行
、新
年
会
で
の
健

康
づ
く
り
研
修
会
の
開
催
な
ど
の
実
施
で
、会
員
を

増
や
し
て
い
ま
す
。（
活
動
の
詳
細
は
10
頁
参
照
）

　

市
老
連
理
事
と
し
て

会
の
運
営
に
尽
力
し
て

い
ま
す
。特
に
、女
性
部

長
と
共
に
、女
性
会
員
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、研
修

会
は
多
く
の
会
員
を
参

加
さ
せ
、健
康
づ
く
り
、生
き
が
い
づ
く
り
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

町
老
連
広
報
委
員
長

と
し
て
、自
ら
が
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
の
写
真
撮
影
、

原
稿
作
り
を
実
施
し
て

い
ま
す
。毎
月
１
回
、機

関
紙「
白
寿
」を
会
員
分

(

約
１
，５
０
０
名)

に
発
行
し
、情
報
の
共
有
、会
員

の
融
和
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

単
老
顧
問
と
し
て
現

在
活
動
し
て
い
ま
す
。特

に
町
の
美
化
運
動
に
力

を
入
れ
、階
上
駅
構
内
や

駅
駐
車
場
の
清
掃
・
美
化

運
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま
た
、趣
味
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
は
、教
え
る
こ

と
で
新
規
会
員
の
獲
得
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

県
老
連
理
事
と
し
て

会
の
運
営
に
尽
力
し
て

い
ま
す
。特
に
む
つ
市
で

は
、企
画
、立
案
の
中
心

的
存
在
で
、会
員
の
意
見

を
取
り
入
れ
た
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。県
老
連
の
事
業
を
地
元
で
開
催

し
た
り
、会
員
を
多
く
参
加
さ
せ
た
り
と
、老
人
ク
ラ

ブ
の
発
展
、育
成
に
献
身
的
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

                                               

　

県
老
連
評
議
員
と
し

て
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展

に
尽
力
し
て
い
ま
す
。特

に
、会
員
増
強
運
動
に
力

を
入
れ
、非
会
員
の
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
参
加
や
村
社
協
広
報
誌
を
使
っ
た

活
動
紹
介
で
会
員
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

県
老
連
会
長
と
し
て
、

積
極
的
に
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。県
老
連
の

目
玉
事
業
で
あ
る
老
人

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
養
成

「
県
老
連
健
康
福
祉
大
学
校
」の
開
催
場
所
を
１
→
３

か
所
に
増
や
し
、リ
ー
ダ
ー
育
成
に
励
み
、会
員
増
強

運
動
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
一
体
と
な
り

活
動
し
て
い
ま
す
。通

勤
・
通
学
路
の
清
掃
活
動

や
、会
員
の
生
き
が
い
と

し
て
誕
生
会
の
開
催
、廃

品
回
収
の
実
施
、盆
踊

り
へ
の
参
加
な
ど
地
域

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
ク
ラ
ブ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
活
動
の
詳
細
は
12
頁
参
照
）

風間浦村老人クラブ
連合会

代表者　皆野　俊雄

○
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

○
活
動
賞

　

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

　
　

階
上
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

澤田　美一
（西目屋村）

松﨑　徹
（八戸市）

八寿会（八戸市）

代表者　新
しんでん

田 奉
ともゆき

文

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

青
森
県
知
事
表
彰

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

小林　恭子
（三沢市）

大川　雄
か つ ひ ろ

弘
（藤崎町）

新井田　節
（階上町）

折舘　博
（むつ市）
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青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

　

旧
藤
崎
町
で
一
番
早

く
結
成
し
た
ク
ラ
ブ
で

す
。特
に
女
性
の
団
結
力

が
強
く
、会
員
同
士
の
融

和
、親
睦
を
大
切
に
活
動

し
て
い
ま
す
。花
い
っ
ぱ

い
運
動
、い
き
い
き
サ
ロ

ン
で
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
と
の
昼
食
会
、昔
の
遊

び
指
導
な
ど
、地
域
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
12
頁
参
照
）

　

単
老
５
ク
ラ
ブ
、会
員

１
７
１
名
と
小
さ
な
ク

ラ
ブ
だ
が
、ま
と
ま
り
の

あ
る
連
合
会
で
す
。特

に
、老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

周
知
の
た
め
、村
主
催
行

事
に
は
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。村
全
体
で
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が
見
え

る
こ
と
で
、26
年
度
か
ら
の
会
員
増
強
運
動
開
始
か

ら
は
年
々
会
員
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。（
詳
細
は
11

頁
参
照
）

　

市
老
連
副
会
長
と
し

て
、事
業
の
運
営
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。温
厚
な

性
格
で
、会
員
か
ら
の
信

頼
も
厚
く
、相
談
役
、指

導
者
と
し
て
も
力
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。県
老
連
健
康
福
祉
大
学
校
受
講
者

で
、卒
業
後
は
、大
学
校
の
講
師
や
事
務
局
の
協
力

員
と
し
て
貢
献
し
て
い
ま
す
。

○
個
人
表
彰

・
青
森
市

　

大
柳　

泰
一

　

村
上　

文
男

・
青
森
市
浪
岡
地
区

　

櫻
庭　

昭
治

　

斉
藤　

律
子

・
弘
前
市

　

玉
田　

一
郎

　

渋
谷　

東
一

　

工
藤　

き
み

　

髙
橋　

み
ち
子

　

白
戸　

正
弘

　

三
橋　

正
一

　

阿
保　

俊
一

　

石
岡　

柳
子

　

佐
藤　

洋
一

　

葛
西　

奉
弘

　

石
郷
岡　

妙

　

千
葉　

久
子

　

澤
田　

美
保
子

　

葛
西　

誠
治

　

岸　

慶
三

　

藤
田　

立
栄

　

髙
岡　

ふ
さ
ゑ

　

神　

久
助

　

船
水　

弘
行

・
八
戸
市

　

高
橋　

一
夫

　

髙
橋　

常
男

　

日
高　

哲
也

　

長
根　

哲
男

　

古
川　

勝
雄

　

島
浦　

洋
二

　

佐
々
木　

政
隆

　

久
保　

惇

　

白
井　

三
男

　

上
田　

武
男

　

中
山　

勝
夫

　

上
野　

吉
春

・
十
和
田
市

　

曳
地　

正

　

角　

ス
ミ

　

五
日
市　

タ
ケ

　

宮
崎　

さ
わ

・
三
沢
市

　

高
橋　

武
久

　

成
田　

暁
光

　

中
野　

つ
せ

・
む
つ
市

　

中
村　

誠
子

　

中
嶋　

渉

・
つ
が
る
市

　

斉
藤　

健
逸

　

小
笠
原　

金
美

　

工
藤　

一

　

外
崎　

芳
夫

　

坂
本　

長
生

・
平
内
町

　

豊
島　

ミ
キ

　

工
藤　

弘
子

　

船
橋　

チ
ヱ
子

・
今
別
町

　

松
本　

忠

・
蓬
田
村

　

小
野　

慶
治

・
鰺
ケ
沢
町

　

神　

和
子

　

嶋
谷　

秋
男

　

千
田　

寿
衛

・
深
浦
町

　

葛
西　

せ
い
子

　

堀
内　

宏
子

　

山
本　

昭
江

・
西
目
屋
村

　

佐
藤　

京
子

・
藤
崎
町

　

高
木　

昌
祐

　

土
岐　

憲
一

　

佐
々
木　

栄
次
郎

　

古
川　

慶
次

　

工
藤　

祐
子

・
板
柳
町

　

野
宮　

忠
徳

・
鶴
田
町

　

乗
田　

勝
雄

　

坂
本　

兼
久

・
中
泊
町

　

秋
元　

セ
ヱ

　

今　

勝
子

　

青
山　

レ
イ
子

　

鍋
田　

さ
つ

・
七
戸
町

　

浦
田　

一
夫

・
六
戸
町

　

坂
本　

定
市

　

佐
々
木　

片
郎

・
横
浜
町

　

深
沢　

み
つ
子

・
大
間
町

　

田
中　

ゆ
き
み

・
風
間
浦
村

　

張
摩　

京
子

　

鈴
木　

冨
久
子

・
三
戸
町

　

下
村　

太
市
郎

　

神
谷　

正
芳

　

工
藤　

和
子

・
田
子
町

　

矢
守　

正
志

　

鳥
井
本　

健
吉

・
南
部
町

　

福
山　

豊
治

　

佐
々
木　

政
英

　

赤
坂　

静

・
階
上
町

　

清
水　

ハ
キ
ヱ

　

髙
屋
敷　

萩
子

〇
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

宝
来
町
長
寿
会

（
会
長　

岩
谷　

大
／
青
森
市
）

浪
館
第
二
町
会
福
寿
会

（
会
長　

徳
田　

信
一
郎
／
青
森
市
）

槌
子
明
寿
会

（
会
長　

西
沢　

チ
ヨ
ヱ
／
弘
前
市
）

千
寿
の
会

（
会
長　

小
林　

恭
子
／
三
沢
市
）

八
反
田
第
一
白
寿
会

（
会
長　

阿
保　

清
秀
／
田
舎
館
村
）

八
反
田
第
二
白
寿
会

（
会
長　

阿
保　

誠
幸
／
田
舎
館
村
）

〇
特
別
感
謝

県
老
連
役
員
及
び
評
議
員
４
年
以

上
で
退
任
し
た
方

木
村
留
次
郎
（
副
会
長
・
理
事　

10
年
）

西
城　

毅
（
理
事　

６
年
、
評
議
員　

12
年
）

今　

正
治
（
評
議
員　

４
年
）

乙
部　

靖
弘
（
評
議
員　

６
年
）

〇
特
別
感
謝
状

カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社

株
式
会
社
大
塚
製
薬
工
場

西中野目長寿会
（藤崎町）

代表者　石井　哲子

新郷村老人クラブ
連合会

代表者　岡田　束志

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

○
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

船水　弘行
（弘前市）
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12
月
６
日
（
木
）、
十
和
田
市
番
屋
会
館
に
お
い
て
、
十

和
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
創
立
55
周
年
記
念
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
小
山
田
久
市
長
、
松
﨑
徹
県
老
連
会
長
他
、

多
数
の
ご
来
賓
各
位
を
迎
え
、約
100
名
の
会
員
出
席
の
も
と
、

盛
大
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

記
念
大
会
で
は
、物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
が
行
わ
れ
、佐
々

木
一
吉
市
老
連
会
長
の
式
辞
で
は
「
意
義
あ
る
大
き
な
節
目

の
年
を
契
機
に
今
後
さ
ら
な
る
発
展
を
期
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
長
年
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
個
人
３
名
、
７
団
体
に
感

謝
状
を
、
市
老
連
役
員
・
ス
ポ
ー
ツ
運
営
委
員
15
名
に
特
別

感
謝
状
を
授
与
し
ま
し
た
。
小
山
田
市
長
は
じ
め
来
賓
の
皆

様
か
ら
、
心
温
ま
る
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
賞
者

を
代
表
し
て
、
小
原
美
智
穗
氏
か
ら
謝
辞
が
あ
り
、
厳
粛
な

う
ち
に
大
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
松
﨑
県
老
連
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
賀
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
さ
ら
な
る
発
展
に

つ
な
が
る
大
会
、
祝
賀
会
で
し
た
。

十
和
田
市
老
連
創
立
55
周
年

記
念
大
会
・
祝
賀
会

感謝状贈呈
左　受賞者　若津　喜悦　右　佐々木十和田市老連会長

祝賀会

１
分
の
詰
碁

　

黒
番�

（
週
刊
「
碁
」
提
供
）

　
　
　
　

（
解
答
は
17
ペ
ー
ジ
）

の
び
の
び
詰
将
棋  

第
18
回

【
選
題
】
本
田　

伸

【
ヒ
ン
ト
】
準
備
工
作
の
大
切
さ
。

（
解
答
は
17
ペ
ー
ジ
）

歩

歩

銀

角

龍 玉

銀

青森県老人クラブ連合会「囲碁サークル」では会員を募集中。
お問い合せは青森県老人クラブ連合会まで　TEL 017-732-6492

発
足
／
昭
和
38
年
12
月

　
　
　
6
ク
ラ
ブ

68
名

現
在
／
55
ク
ラ
ブ

１
，
４
８
７
名
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「八幡馬ソーラン」
小山　節子　他12名（八戸市）

「麦畑」
長尾　ユキヱ　他2名（平川市）

「健やかに・美しく　ファッションショー」
福士　房子　他12名（青森市）

「島人ぬ宝」
皆川　澄子　他4名（三沢市）

　

９
月
28
日
（
金
）
、
リ
ン
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
に
お
い
て
、
約

１
，
０
０
０
名
（
出
演
者
含
）
の
方
々

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
授
与
式
は
、
青

森
県
知
事
（
代
理 

福
士
県
高
齢
福
祉
保

険
課
長
）
か
ら
、
５
名
の
方
々
と
２
団

体
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
青
森
県
老
連
会
長
表
彰
の

授
与
式
を
行
い
90
名
と
６
団
体
に
表
彰

状
、
４
名
に
感
謝
状
、
２
社
に
特
別
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
（
受
彰
者
は
２

～
３
頁
参
照
）

　

式
典
の
後
に
行
わ
れ
た
芸
能
発
表
大

会
は
、
県
内
各
市
町
村
か
ら
集
ま
っ
た

会
員
に
よ
る
39
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
年
々
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
く

歌
、
踊
り
は
も
ち
ろ
ん
、
色
と
り
ど
り

の
華
や
か
な
衣
装
や
趣
向
を
凝
ら
し
た

演
出
に
、
会
場
か
ら
は
歓
声
と
大
き
な

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
初
め
て
、
着
物
等
の
リ
フ

ォ
ー
ム
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
リ
フ
ォ
ー
ム
と
は
思

え
な
い
オ
シ
ャ
レ
な
洋
服
と
、
モ
デ
ル
さ

ん
た
ち
の
素
敵
な
ポ
ー
ズ
に
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

来
年
の
芸
能
発
表
大
会
は
、

２
０
１
９
年
９
月
25
日
（
水
）
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

青森県知事表彰・青森県老連会長表彰の授与式並びに
青森県老人クラブ芸能発表大会の開催

写
真
で
見
る
県
老
連
の
行
事
（
９
月
～
１
月
）

来賓祝辞　青森県知事代理
県高齢福祉保険課
課長　福士　聡　氏

主催者あいさつ
松﨑会長

表彰授与式
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ノルディック・ウォーキング レクリエーション 三本木小唄 修学旅行

十和田会場

　

こ
の
大
学
校
は
、
県
補
助

金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
健

康
づ
く
り
を
は
じ
め
と
し
た

地
域
活
動
を
推
進
す
る
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
で
な
い
方
々

も
入
学
で
き
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
、
県
の
ご
好

意
に
よ
り
県
内
１
ゕ
所
か
ら

３
ゕ
所
で
開
講
し
て
い
ま
す
。

講
座
内
容
は
、
開
催
地
老
連

と
相
談
し
な
が
ら
、
介
護
予

防
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
、
救
命
講
習
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
講
習
、
認
知
症
に
つ
い

て
、
終
活
に
つ
い
て
な
ど
、
多

種
多
様
で
す
。
ま
た
、
学
生
希

望
に
よ
る
修
学
旅
行
や
施
設

見
学
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
平
成
８
年
度
か
ら
開
講

し
、
卒
業
生
は
今
年
度
の
卒

業
生
を
含
め
、
１
，
０
９
３
名

で
す
。
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
市
町
村
老
連
会
長
、
副
会

長
、
女
性
部
長
等
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

12
月
14
日
（
金
）
、
十
和
田
市
「
富
士
屋
グ
ラ
ン
ド

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
23
期
青
森
県
老
連

健
康
福
祉
大
学
校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業

生
は
30
名
で
す
。
受
講
さ
れ
た
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た

感
想
文
で
は
、
「
何
才
に
な
っ
て
も
学
ぶ
こ
と
は
楽
し

い
」
「
吹
矢
や
土
器
作
り
な
ど
、
初
体
験
の
講
義
が
あ

り
よ
か
っ
た
」
「
年
齢
の
違
う
仲
間
が
で
き
嬉
し
か
っ

た
」
と
の
事
で
し
た
。
特
に
認
知
症
の
事
に
つ
い
て
学

べ
た
こ
と
が
今
後
の
生
活
に
役
立
つ
と
の
事
で
し
た
。

今
後
、
地
域
へ
還
元
し
た
い
と
の
事
で
し
た
。

期間：H30.6.22～30.12.14
場所：十和田市市民交流プラザ他
入学生：34名

学長　松﨑 徹 十和田市長代理
高齢介護課　課長

山田 広美 氏

県高齢福祉保険課
課長　福士 聡 氏

十和田市老連
会長　佐々木 一吉

青森県老連健康福祉大学校青森県老連健康福祉大学校

式　辞 来賓祝辞地元老連会長激励のことば
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板柳会場

平内会場

　

９
月
７
日
（
金
）
、
板
柳
町
多
目
的
ホ
ー
ル

「
あ
ぷ
る
」
に
て
入
学
式
が
あ
り
、
１
月
30
日

（
水
）
の
卒
業
式
ま
で
全
日
程
は
８
回
で
す
。
そ

の
う
ち
、
２
回
は
公
開
講
座
と
し
て
開
催
し
、
学

生
以
外
の
一
般
の
方
々
も
参
加
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
入
学
生
21
名
と
少
数
で
す

が
、
学
生
同
士
の
つ
な
が
り
が
強
く
、
和
気
あ
い

あ
い
と
和
や
か
な
雰
囲
気
で
実
施
で
き
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
（
月
）
、
平
内
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
に
て
入
学
式
が
あ
り
、
１
月
25
日
（
金
）
の
卒

業
式
ま
で
全
日
程
は
８
回
で
す
。
平
内
町
で
は
、

平
成
27
年
度
に
開
催
し
て
お
り
２
回
目
で
す
。
講

座
内
容
は
、
現
在
高
齢
者
が
抱
え
て
い
る
問
題

や
、
学
生
希
望
講
義
な
ど
を
取
り
入
れ
て
実
施
し

ま
し
た
。

期間：H30.9.7～31.1.30
場所：板柳町多目的ホール
　　　「あぷる」他
入学生：21名

期間：H30.10.15～31.1.25
場所：平内町勤労青少年
　　　ホーム他
入学生：33名

介護予防の健康体操

健康づくり活動

施設見学

レクリエーション陶芸づくり

パークゴルフ

救命講習

レクリエーション

救命講習 ヨガ

陶芸体験 ノルディック・ウォーキング
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期　日 開催地区
参加者数 研修科目 内　容

10月19日㈮ 佐井村
約40名

講習会「介護予防の健康体操」
　講師　りんどうの会

りんどうの会は、むつ市を中
心に介護予防運動に関する内
容を実施する団体

11月６日㈫ むつ市
約130名

講演 「�地域でいつまでも健康で元気に
　　　 いきいきと生活するためには」
　講師　青森県介護支援専門員協会
　　　　副会長　木村　隆次 氏

地域で支え合うには、昔の
「向こう３軒両隣り」のよう
な活動が必要

11月21日㈬ 深浦町
約70名

講演「落語を聞いて元気になろう」
　演者　山ノ家　火傷 氏

11月22日㈭ 六ヶ所村
約150名

講習会「健康体操と認知症予防運動」
　講師　健康運動指導士　棟方　由美子 氏

隙間時間をうまく活用し、普
段から運動する習慣をつける

講習会「�詐欺に負けない！事故に遭わない！
　　　　くらしのミニ講座」
　講師　高齢者安全・安心キャラバン隊
　　　　中島　美華 氏・内山　千早 氏ほか

１人で悩まない。必ず誰かに
相談する。

１月22日㈫ 三沢市
約120名

講演「�いちにちを 大事に生きる よく笑う
　　　～たのしい ふる里 ことば～」
　講師　方言・川柳研究家　渋谷　伯龍 氏

　

こ
の
研
修
会
は
、
県
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
当
連
合
会
の
女
性
部
委
員
が
主
体
と
な
っ

て
開
催
す
る
研
修
会
と
、
４
地
区
に
分
か
れ
て
開
催
す
る
研
修
会
で
す
。
内
容
は
、
高
齢
者
の
地

域
福
祉
の
充
実
や
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
、
暮
ら
し
の
安
全
・
安

心
等
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催
地
老
連
と
内
容
を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
会

員
・
非
会
員
問
わ
ず
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

山ノ家 火傷氏（深浦町） 「りんどうの会」（佐井村）

渋谷 伯龍氏（三沢市）

棟方　由美子氏（六ヶ所村）

木村　隆次氏（むつ市）

高齢者安全・安心キャラバン隊（六ヶ所村）

研 修 内 容

高
齢
者
相
互
支
援
推
進
研
修
会
開
催
（
５
地
区
で
開
催
）
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12
月
４
日
・
５
日
の
２
日
間
、
沖
縄
県
で

開
催
し
た
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
出
発
日
の
八
戸
市
は
天
気
雪
、
気

温
１
℃
、
那
覇
市
は
晴
れ
、
気
温
30
℃
と
、

気
候
の
違
い
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
厚
手

の
コ
ー
ト
を
脱
ぎ
、
薄
手
の
ブ
ラ
ウ
ス
で
参

加
し
ま
し
た
。

　

私
達
は
、
２
日
目
の
講
演
・
式
典
に
参
加

し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
宜
野
湾
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
「
か
ぎ
や
で
風

節
・
揚あ

ぎ
ち
く
で
ん
ぶ
し

作
田
節
」（
沖
縄
の
祝
い
の
席
や
、
琉

球
王
府
に
て
賓
客
を
も
て
な
す
際
に
演
じ
ら

れ
る
宮
廷
音
楽
）
で
幕
が
開
け
ま
し
た
。
次

に
、
沖
縄
県
美
術
館
長　

田
名　

直
之
氏
に

よ
る
「
琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
と
文
化
」
と
題

し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。「
沖
縄
は
多
く
の

国
や
地
域
と
関
わ
り
、
そ
の
交
流
を
通
し
て

自
ら
の
歴
史
と
文
化
を
育
ん
で
き
た
。
抗
え

な
い
幾
多
の
困
難
に
翻
弄
さ
れ
て
も
き
た
が
、

そ
れ
で
も
人
々
は
時
代
と
向
き
合
い
、
付
き

合
い
つ
つ
、
魅
力
溢
れ
る
沖
縄
の
個
性
を
作

り
上
げ
て
き
た
。」
と
の
事
で
し
た
。
そ
の

後
、
沖
縄
県
立
南は

え
ば
る
風
原
高
校　

郷
土
芸
能
部

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
琉
球
舞
踊
「
歓

待
の
舞
」
「
ハ
ネ
エ
カ
サ
」
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
郷
土
文
化
コ
ー
ス
の
生
徒
を
中
心
に
、

部
員
約
50
名
で
沖
縄
の
文
化
発
信
に
努
め
て

い
る
そ
う
で
す
。
約
30
分
の
演
舞
を
堪
能
い

た
し
ま
し
た
。

　

15
分
間
の
休
憩
で
、
山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
亀
谷
千
代
子
さ
ん
と
ば
っ
た
り
会

い
ま
し
た
。
亀
谷
会
長
と
は
全
老
連
女
性
部

委
員
会
時
代
か
ら
の
お
付
き
合
い
で
、
気
の

合
う
お
友
達
で
す
。
沖
縄
で
お
会
い
で
き
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
、
県
老
連
副
会
長
・
女
性
部
長
と
し

て
、
青
森
県
を
代
表
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

人
生
の
酸
い
も
甘
い
も
知
っ
て
い
る
私
達
老

人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
で
楽
し
く
活
動
で
き
る
、

地
域
の
人
々
か
ら
頼
ら
れ
る
ク
ラ
ブ
と
し
て
、

誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

12
月
４
日
（
火
）
～
５
日
（
水
）、
沖
縄
県
宜
野
湾
市
「
沖
縄
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県

か
ら
は
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。（
全
体
は
約
１
，
５
０
０
名
）

　

１
日
目
は
、「
私
た
ち
の
地
域
を
支
え
合
お
う
」「
仲
間
を
増
や
そ

う
」「
老
人
ク
ラ
ブ
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
演
じ

る
活
動
」
の
テ
ー
マ
で
４
つ
の
活
動
交
流
部
会
に
分
か
れ
、
事
例
発

表
や
舞
踊
、
寸
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
講
演
「
琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
と
文
化
」
と
題
し
て
、
沖

縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
館
長　

田
名　

真
之
氏
よ
り
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元 

沖
縄
県
立
南は
え
ば
る
風
原
高
等
学

校 

郷
土
芸
能
部
の
皆
さ

ん
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン　

琉
球
舞
踊
「
歓
待
の

舞
」「
ハ
ネ
エ
カ
サ
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
へ
と
移
り
、
全
老

連
会
長
表
彰
が
あ
り
、
育

成
功
労
１
２
４
名
、
優
良

老
人
ク
ラ
ブ
52
団
体
、
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
63

団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。（
本
県
の
受
彰
者
は

２
頁
に
掲
載
）

　

来
年
度
は
埼
玉
県
で
開

催
予
定
で
す
。

第
47
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

平
成
30
年
度
全
老
連
の
主
な
行
事（
９
月
～
１
月
）

大
会
に
参
加
し
て
思
う
こ
と

青
森
県
老
連
副
会
長
・
女
性
部
長

上
山
　
キ
エ

（
八
戸
市
老
連
副
会
長
）

本県参加者

大会風景
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【
風
間
浦
村
の
概
要
】

　

当
村
は
、
下
北
半
島
北
部
、
津
軽
海
峡
に
面
す
る
漁
村
で
す
。

少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
む
小
さ
な
村
で
す
が
、
下
風
呂
温

泉
、
岩
礁
海
岸
風
景
や
美
し
い
渓
流
な
ど
、
豊
か
な
自
然
資
源

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
イ
カ
、
あ
ん
こ
う
、
ウ
ニ
や
ア
ワ
ビ
、

海
藻
類
な
ど
の
海
産
物
が
村
の
自
慢
で
す
。

【
主
な
活
動
】

　

高
齢
者
が
心
身
共
に
健
康
で
地
域
と
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が

ら
生
活
し
、
生
き
が
い
・
健
康
・
仲
間
づ
く
り
を
通
じ
て
、
活
力

あ
る
村
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
重
点
目
標
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
活
動
】

　

ペ
タ
ン
ク
大
会
、
研
修
を
兼
ね
た
旅
行
や
新
年
会
、
交
流
会
、

社
会
奉
仕
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
運
動

や
防
災
訓
練
な
ど
、
地
域
や
関
係
団
体
の
行
事
に
も
参
加
、
協

力
し
て
い
ま
す
。

【
力
を
入
れ
て
実
施
し
て
い
る
活
動
】

「
ペ
タ
ン
ク
大
会
」

　

平
成
30
年
度
で
第
11
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
、
郡
部
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
廃
止
さ
れ
、
会
員
が
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
が

減
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
新
設
し
よ
う
と
、
ペ

タ
ン
ク
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
誰
で
も
簡
単
に
競
技
で
き
、
独

自
の
ル
ー
ル
を
取
り
入
れ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
運
動
不
足
解
消
の

た
め
、
冬
期
間
の
室
内
ペ
タ
ン
ク
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
会
員
増
強
運
動
」

　

次
の
こ
と
を
合
言
葉
に
、
こ
こ
数
年
会
員
は
少
し
ず
つ
で
す
が

増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

・
一
人
ひ
と
り
が
一
名
以
上
に
声
掛
け
し
よ
う
。

・
年
間
行
事
に
非
会
員
の
方
を
誘
い
ま
し
ょ
う
。

・�

健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
社
会
奉
仕
に
つ
な
が
る
活
動
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

会員募集中！　入会希望者は、風間浦村老人クラブ連合会まで
☎０１７５－３５－２２４３

～風間浦村老人クラブ連合会～　会長　皆野　俊雄
クラブ数　　４　クラブ
会員数　　７５　名（男性　１８名　女性　５３名）　高齢化率　４１.２％

小さな村
で心豊かに暮らすために

風間浦村
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当
会
は
、
４
つ
の
活
動
を
重
点
に
取
り
組
み
、
ま
た
介
護
予
防

と
し
て
会
員
を
主
体
に
、
通
年
活
動
で
き
る
よ
う
行
政
と
連
携

し
高
齢
者
の
孤
立
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

一
．「
社
会
参
加
活
動
」

　

�　

毎
年
５
月
末
水
曜
日
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
す
。
参
加
者
が
増
え
会
員
促
進
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
教
室
「
修
楽
旅
行
」
を
開
催

し
、
若
年
世
代
と
の
交
流
の
場
と
し
て
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

二
．「
奉
仕
活
動
」

　

�　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
保
育
園
歩
道
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の

草
取
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
新
郷
温
泉
館
で
、
入

浴
と
食
事
で
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

三
．「
健
康
づ
く
り
活
動
」

　

�　

毎
週
火
曜
日
、
5
～
10
月
は
屋
外
、
11
～
4
月
は
室
内
で

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
練
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
・
転
倒

予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

四
．「
世
代
間
交
流
活
動
」

　

�　

子
供
達
の
冬
休
み
時
に
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
で
交
流
し
、
ふ
れ
あ
い
の
一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

女
性
会
員
の
協
力
の
お
陰
で
す
！（
女
性
部
会
の
開
催
）

　

女
性
会
員
の
き
め
細
や
か
な
気
配
り
で
、
人
と
の
絆
を
結
び
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
大
き
な
強
み
と
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
増
強
運
動
で
は
、
環
境
づ
く
り
や
ク
ラ
ブ
会
員
の

心
配
ご
と
相
談
に
応
じ
、
心
の
拠
り
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
規

会
員
、
夫
婦
会
員
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局
の
心
構
え

　

今
後
は
、
後
継
者
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
同
様
に
、
ク
ラ
ブ
に
寄
り
添
い
共
に
考
え
、つ
な
ぐ

つ
な
げ
る
会
員
の
輪
を
目
指
し
、
目
に
見
え
る
活
動
を
支
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
涯
現
役
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

会員募集中！入会希望者は、新郷村老人クラブ連合会まで
☎０１７８－７８－３４５６

～新郷村老人クラブ連合会～　会長　岡田　束志
クラブ数　5　クラブ(平成３０年４月１日現在)
会員数　170　名（男性　56　名　女性　114　名）　高齢化率　45.9　％

つなぐつなげる会員の輪
新郷村

（11）	 青　森　県　老　連	 第 148 号



　

八
寿
会
は
八
戸
市
の
北
方
小
高
い
丘
に

あ
り
、
自
衛
隊
官
舎
を
半
円
状
に
囲
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、
市
街
化
調
整
区

域
の
為
、
家
屋
の
建
築
も
限
ら
れ
、
思
う

よ
う
に
人
口
も
増
え
ず
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

維
持
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
み
、

会
員
確
保
に
苦
労
し
な
が
ら
地
域
の
活
性

化
と
連
携
意
識
を
少
し
で
も
高
め
よ
う
と

女
性
陣
が
中
心
と
な
り
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

年
４
回
の
誕
生
会
等
で
話
題
を
提
供
し

て
も
ら
い
、
毎
月
の
定
例
役
員
会
で
内
容

を
決
定
し
て
い
ま
す
。
会
員
相
互
の
懇
親

を
深
め
る
た
め
、
屋
外
で
の
行
事
を
多
く

し
て
、
学
童
通
学
路
の
清
掃
作
業
や
小
学

校
花
壇
整
備
、
誕
生
会
、
小
旅
行
を
実
行
し
て

会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
後
の
計
画
と
し

て
、
昔
遊
び
の
伝
承
、
踊
り
教
習
会
、
カ
ラ
オ
ケ

の
練
習
、
お
互
い
の
近
況
報
告
（
独
居
老
人
宅

へ
の
不
定
期
訪
問
な
ど
）
を
行
い
、
明
る
い
会
の

運
営
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
慢
で
き
る
活
動
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
、
運
動
会
練
習
、
健
康
講
習
、
安
全
講
習
、

老
人
施
設
慰
問
、
芸
能
発
表
会
参
加
、
学
校
や

老
人
施
設
へ
の
雑
巾
寄
贈
活
動
な
ど
で
す
。
家

に
閉
じ
こ
も
り
に
な
り
が
ち
な
人
達
を
、
少
し

で
も
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
努
力
す
る
の
が
こ

れ
か
ら
の
目
標
で
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
40
年
４
月
に
「
西
中
長
寿
ク
ラ

ブ
」
と
し
て
旧
藤
崎
町
で
は
一
番
早
く
結

成
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
４
月
に
結
成
50

周
年
記
念
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。
当

地
は
、
農
村
地
帯
で
住
民
の
絆
が
強
く
、

特
に
女
性
の
団
結
力
が
あ
り
、
会
員
数
47

名
の
う
ち
46
名
が
女
性
で
す
。
ク
ラ
ブ
の

重
点
目
標
は
、
会
員
相
互
の
融
和
、
親
睦

を
第
一
に
、
先
進
地
へ
の
親
睦
研
修
旅
行
、

夏
・
冬
と
年
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
町
内
会
環
境
委
員
会
活
動
も
女
性
な

ら
で
は
の
花
い
っ
ぱ
い
活
動
（
苗
の
植
え
付

け
、
草
取
り
３
回
な
ど
）
に
町
内
会
３
地
区

全
域
で
美
化
運
動
に
努
め
て
い
ま
す
。
世
代

間
交
流
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
区
に

あ
る
藤
崎
中
央
小
学
校
と
西
中
野
目
保
育
所

へ
「
昔
の
遊
び
」
（
ず
ぐ
り
、
メ
ン
コ
、
あ

や
と
り
、
け
ん
玉
、
お
手
玉
な
ど
）
を
指
導

し
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
石
井
会
長
は
、

「
多
く
の
老
人
た
ち
が
汗
を
流
し
協
力
し
育

て
て
く
れ
た
こ
の
長
寿
会
を
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
更
に
発
展
さ
せ
、
次
へ
伝
え
て
い
く
の

が
役
目
だ
と
感
じ
て
い
る
」
と
話
し
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

（
藤
崎
町
老
連　

会
長　

舘
山
記
）

多
種
多
様
な
活
動
で
活
性
化
づ
く
り

根
岸
老
連
「
八
寿
会
」
の
日
々
（
八
戸
市
）

会
長　
新
田　
奉
文

会
員
数
41
名
（
男
性
14
名
、
女
性
27
名
）

結
成
50
年
以
上
　
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う

西
中
野
目
長
寿
会
（
藤
崎
町
）会

長　
石
井　
哲
子

会
員
数
47
名
（
男
性
１
名
、
女
性
46
名
）

交通安全講習会

花いっぱい運動

H27.　50周年記念総会
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－写真で見るー
世代間交流活動

藤崎町老人クラブ連合会　昔遊び

つがる市木造地区
おじいちゃん・おばあちゃんと遊ぼう会

八戸市根岸地区老連　昔遊び

弘前市豊田地区　ペタンク大会

三戸町老人クラブ連合会
高齢者と子供の交歓会

大鰐町老人クラブ連合会
ふれあいクッキング
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私
は
昭
和
10
年
１
月
に
蓬
田
村
の
郷
沢
部
落
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
の
私
た
ち
の
地
域
は
、
青

森
市
の
油
川
以
北
（
奥
内
・
後
潟
・
蓬
田
・
蟹

田
）
地
区
を
上
磯
と
呼
び
、
水
田
の
面
積
が
少
な

く
殆
ど
の
住
民
は
半
農
・
半
漁
の
生
活
で
し
た
。

ま
た
、
地
域
は
陸
奥
湾
沿
岸
に
あ
る
た
め
夏
に
は

海
か
ら
吹
き
付
け
る
冷
た
い
風
「
ヤ
マ
セ
」
で
毎

年
冷
害
で
し
た
。

　

昭
和
20
年
終
戦
後
、
学
校
は
新
制
中
学
校
に
変

わ
り
、
私
は
１
年
生
か
ら
の
入
学
で
昭
和
24
年
に

卒
業
し
ま
し
た
。
当
時
の
家
庭
は
ど
こ
も
経
済
的

に
余
裕
が
な
く
、
生
活
す
る
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
高
校
へ
入
学
し
た
同
級
生
は
12
名
中
わ

ず
か
２
名
で
し
た
。
私
は
家
の
農
業
を
手
伝
い
な

が
ら
、
２
年
後
の
昭
和
26
年
、
国
鉄
津
軽
線
（
青

森
～
蟹
田
）
が
開
通
し
、
同
年
に
青
森
工
業
高
等

学
校
分
校
（
後
潟
地
区
）
が
開
設
さ
れ
、
11
月
に

入
学
し
ま
し
た
。
昭
和
30
年
に
卒
業
、
ま
た
家
の

農
業
を
や
り
な
が
ら
、
昭
和
36
年
秋
に
蓬
田
村
農

業
協
同
組
合
に
就
職
し
ま
し
た
。
以
後
農
協
一
筋

30
年
間
勤
め
ま
し
た
。
私
が
就
職
し
た
昭
和
36
年

頃
は
、
全
国
同
様
に
青
森
県
も
食
糧
難
の
時
代
で

し
た
。
主
食
で
あ
る
米
が
不
足
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
当
時
の
組
合
長　

小
野
清
七
氏
は
開
田
事
業

を
行
い
、
私
は
生
産
者
と
一
緒
に
米
づ
く
り
や

田
づ
く
り
で
汗
を
流
し
、
販
売
先
の
開
拓
な
ど

で
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
し
た
。
蓬
田
村
は
東
青
地
区
で
ト
ッ
プ
の
穀

食
地
域
と
な
り
、
一
時
期
十
万
俵
の
米
を
保
管
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
町
村
で

も
同
じ
よ
う
に
開
田
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
米
が

余
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
40
年
後
半
に
は
、
政
府

が
減
反
政
策
を
行
い
米
の
作
付
面
積
を
減
ら
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
戦
後
、
日
本
は
世
界
に
例
の

な
い
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
ま
し
た
。
車
工
場

や
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
な
ど
を
つ
く
る
会

社
な
ど
も
多
く
で
き
、
物
づ
く
り
日
本
の
成
長
や
、

１
９
６
４
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
で
受
け
た

景
気
な
ど
で
東
京
や
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
の
大
都

市
に
人
が
集
ま
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
人
た

ち
は
大
都
市
に
集
ま
り
、
地
方
の
人
口
が
減
少
し
、

少
子
高
齢
化
の
時
代
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
で
私
が
住
む
地
域
の
住
民
も

高
齢
化
が
進
み
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
・
夫
婦
二

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
家
庭
が
増
え
ま
し
た
。
都
会

同
様
に
隣
の
人
と
の
繋
が
り
が
な
く
、
お
互
い
関

心
を
も
た
な
い
状
況
で
す
。
私
は
老
人
ク
ラ
ブ
に

入
っ
て
18
年
と
な
り
ま
す
。
傘
寿
を
過
ぎ
ま
し
た

が
、
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
、
会
員
同
士
の

ふ
れ
あ
い
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
と
の
つ
な
が

り
を
大
事
に
、
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、
安
否
確

認
、
困
り
ご
と
の
相
談
に
の
っ
た
り
と
、
現
役
時

代
に
培
っ
た
開
拓
精
神
で
地
域
の
高
齢
者
と
連
携

し
な
が
ら
、
微
力
で
す
が
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
活
動
に
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
な

と
思
う
時
は
、
好
き
な
読
書
と
釣
り
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

評
議
員
　
小
野
　
慶
治

（
蓬
田
村
老
連
会
長
）

地
域
住
民
と
の

つ
な
が
り
を
大
事
に

スポーツ大会
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仲間と共に、地域と共に輝いて
会員章を胸に活動の輪を広げて

老人クラブ会員章
ご入会の希望・お問い合わせは、

お住まいの市町村老人クラブ連合会事務局
または青森県老人クラブ連合会

TEL０１７―７３２－６４９２まで

仲間といっしょに、
楽しく生きがいのあるシニアライフを！
みなさんの参加を
お待ちしております♪

老人クラブに
入会しませんか

みなさんから寄せられたお便りを載せています

私は何か楽しいことはないかと、日々考えています。
畑仕事が私の幸せな時間でしたが、75歳となり畑仕事も体にこたえるようになりました。膝に痛
みが来るようになり、思うように仕事ができなくなりました。そこで、前から興味のあった絵て
がみに挑戦してみました。講師は日野口　晃先生です。友達５人と
一緒に絵を描き、色を塗り、少しの言葉を書きます。みんな真剣です。
日野口先生は、とてもユーモアのある方で、歌も上手です。今では、先生
と友達５人でつくる空間が私の幸せな時間です。孫の絵の具を借りて、
我ながらうまいと思っています。公民館まつりなどに出展しています。
少し恥ずかしいなと思いましたが、お便りを書きました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　十和田市小沢口福寿会老人クラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齋藤　恵美子　様

今回のテーマ『私の幸せな時間』 会員の
ひろば

投稿大募集！
「会員のひろば」に投稿してみませんか？
テーマに沿った内容であれば、形式は問いません。
文章以外も受け付けます。写真、絵てがみ等に一言
を添えて送ってくださってもOKです。
みなさんからの投稿、お待ちしております。

次号のテーマ「　夏の思い出　」
※次号は２０１９年８月発行予定

【応募にあたって】
文章は２００字以内。書式は自由です。封書またははが
きで、氏名・住所・℡番号・所属クラブ名を明記の上、
郵送ください。写真・挿絵等の大きさは指定できませ
ん。お送りいただいた写真等の返却を希望の方は、明記
してください。
※紙面の都合上、原稿を添削する場合がありますので、
ご了承ください。
【送り先】
〒030-0822 青森市中央３丁目20-30 県民福祉プラザ内
　　　　　　青森県老人クラブ連合会　会報係
　　　　　　締切　2019年５月末日必着
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贈呈式
左から

五戸県老連事務局長　井畑県共募会長
齋藤県老連副会長　工藤県共募常務理事
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平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
救
援
拠
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　

被
災
地
に
届
け
る

　

昨
年
７
月
か
ら
９
月
迄
取
り
組
ん
だ
「
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
救
援
拠
金
」
で
は
、
県
内
14
市

町
村
老
連
か
ら
80
万
９
，
７
８
９
円
の
義
援
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
会
で
は
、
義
援
金
全
額
を
平
成
30
年
10
月
30

日
（
火
）
、
青
森
市
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
青
森
県
共

同
募
金
会
事
務
室
で
、
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」

で
被
害
を
受
け
た
西
日
本
の
被
災
者
や
復
興
の
支

援
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
、
青
森
県
共
同
募

金
会　

井
畑
明
男
会
長
へ
義
援
金
贈
呈
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
被
災
者
の
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も

早
い
復
興
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

お 

知 

ら 

せ

２
０
１
９
年
度
の
行
事
予
定

〇
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

日
時　
２
０
１
９
年
７
月
11
日（
木
）～
12
日（
金
）

　

場
所　

岩
手
県
盛
岡
市
つ
な
ぎ
温
泉「
紫
苑
」

〇
青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
発
表
大
会

　

日
時　

２
０
１
９
年
9
月
25
日（
水
）

　

場
所　

リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

　

内
容　
県
知
事
表
彰
・
県
老
連
会
長
表
彰
授
与
式

　
　
　
　

芸
能
発
表　

抽
選
会

〇
第
32
回
全
国
健
康
福
祉
祭
わ
か
や
ま
大
会

　

日
時　
２
０
１
９
年
11
月
９
日（
土
）～
12
日（
火
）

　

場
所　

和
歌
山
県
和
歌
山
市
他

　

内
容　
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会　

文
化
交
流
大
会　

他

〇
第
48
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

日
時　
２
０
１
９
年
11
月
26
日（
火
）～
27
日（
水
）

　

場
所　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

ス
タ
ッ
フ
ベ
ス
ト
の
貸
し
出
し

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
際
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー

と
の
ぼ
り
旗
に
加
え
て
、
新
た
に
ス

タ
ッ
フ
ベ
ス
ト
を
作
製
し
ま
し
た
。
暖

か
い
時
期
の
活
動
や
室
内
で
の
活
動
な

ど
、
行
事
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ジ
ャ
ン
パ
ー
と
の
ぼ
り
旗
も
引
き
続
き

貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
の
Ｐ
Ｒ
や
会
員
増
強
運
動

に
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
貸
出
し
希
望
の
方
は
所
属
の

市
町
村
老
連
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

秋の交通安全運動
是川老人クラブ　会長　古戸　良一

（八戸市）

他
団
体
等
と
の
協
力
・
連
携

　

カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
の
試
供
品
「
フ
ル
グ

ラ
」
（
17
頁
参
照
）
及
び
、
株
式
会
社
大
塚
製

薬
工
場
の
試
供
品
「
Ｏ
Ｓ

－

１
」
（
飲
物
）
を

両
会
社
の
ご
厚
意
で
、
県
老
連
・
市
町
村
老
連

で
開
催
す
る
研
修
会
や
大
会
等
で
無
料
で
提
供

し
て
い
ま
す
。
目
的
は
、
短
命
県
返
上
と
健
康

づ
く
り
で
す
。
ご
希
望
の
市
町
村
老
連
は
、
県

老
連
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
７

－

７
３
２

－

６
４
９
２
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にすぐ相談！すぐ相談！

困ったなと
思ったら
困ったな

の
び
の
び
詰
将
棋  

第
18
回

【
選
題
】本
田　

伸

【
解
答
】

２
三
銀
成　

同
銀　

３
三
歩　

２
二
玉

１
一
龍　

同
玉　

３
二
歩
成　

１
二
玉

２
二
角
成　
　
　
　
　

ま
で　

９
手
詰

【
解
説
】

　

初
手
３
三
歩
は
露
骨
に
過
ぎ
て
、
２
二
玉
に

は
２
一
龍
で
も
１
一
龍
で
も
、
１
三
か
ら
逃
げ

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
、
働
い
て
い
そ
う
な
銀
を
捨
て
て
お

く
の
が
巧
妙
。
同
玉
は
２
一
龍
な
の
で
同
銀
で

す
が
、
今
度
は
３
三
歩
が
有
効
に
な
り
ま
す
。

龍
捨
て
か
ら
角
の
明
き
王
手
は
、
覚
え
て
お
く

べ
き
詰
手
筋
で
す
。

編
集
後
記

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
最
後
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
当
連

合
会
は
、
昭
和
37
年
に
設
立
し
、
今
年

で
57
年
目
と
な
り
ま
す
。
半
世
紀
以
上

の
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
絶
や
す
こ

と
な
く
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
事
務
局
）

一
分
の
詰
碁

（
週
刊
「
碁
」
提
供
）

【
解
答
】

　

黒
１
が
急
所
。白
２

に
は
黒
３
が
う
ま
く
、

白
４
、黒
５
で
白
は
二

眼
で
き
な
い
。白
２
で

５
は
、黒
ａ
、白
２
、黒

４
で
白
死
と
な
る
。
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TEL 0176-23-5155TEL 017-738-6000

ポイント

!

安心
お得

タクシー乗務員も募集中！

※

６６０
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2019日帰りプラン

平成３１年２月１日～平成３１年４月３０日迄
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http://www.flower-travel.com/

１枚の切符から海外旅行まで

本社／弘前店 〒036-8053
　　　　　　 青森県弘前市大字和泉2丁目1－1
　　　　　　 TEL. 0172－26－2112（代）
　　　　　　 FAX. 0172－26－0808

五所川原エルム店
　　　　　　　 TEL. 0173－33－2122（代）
　　　　　　　 FAX. 0173－33－2133

青森店
　　　 TEL. 017－775－2735（代）
　　　 FAX. 017－775－2739

心をこめて贈ります
夢と思い

出を…
切符・パック商品などのお問い合わせ、お申込み
☎ 0172-26-2112（AM10：00 ～ PM5:00）

☎ 0172-26-2113（AM９：30 ～ PM6:00）
募集・団体旅行などのお問い合わせ、お申込み

※青森店へのお電話は弘前店へ転送されます。

■ JR、航空券、ノクターン等の手配
■ JR、航空券と宿泊のパック商品の手配
■ 海外パック商品の手配
■ 貸切バス、グループ旅行の相談、企画
■ 団体旅行、修学旅行の企画
　旅行のことなら何でもお気軽にご相談ください。
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・ホール収容人数
【フルオープン】２００名様まで（全席イス席）
【サブホール】　　５０名様まで（全席イス席）
・駐車場完備
　４０台～５０台駐車可能
・安置施設有
【サイレントルーム】故人様と共にお過しいた
　だける施設です。
・各室冷暖房完備、全館バリアフリー
・通夜ぶるまい、駐車場誘導はホールスタッフ
　が行いますのでお手伝いは不要です。

㈲山道葬儀造花店
〒030-0862 青森市古川3丁目15-17（旭町地下道北入口）

TEL.017-776-7785　FAX.017-776-2050
〒030-0851 青森市旭町1丁目2-9

TEL.017-776-8811　FAX.017-752-8711

ご安置から、お通夜、ご葬儀、ご会食まで、
故人様を心おだやかにお送りできますよう、ご葬儀の一切をご自宅に代わって執り行える総合葬祭施設です。

宗旨を問わず、家族葬から、一般葬、社葬まで大・小規模のあらゆるご葬儀にご利用いただけます。
故人様を心おだやかにお送りできますよう、ご葬儀の一切をご自宅に代わって執り行える総合葬祭施設です。

宗旨を問わず、家族葬から、一般葬、社葬まで大・小規模のあらゆるご葬儀にご利用いただけます。

最大収容
200名

葬儀式場
上質で人のぬくもりと優しさを感じる
空間をご用意いたします。大切な人と
の最後の時間をゆっくり、お過ごしい
ただけます。家族葬から社葬まで、幅
広く対応させていただきます。

ロビーエントランス
気品溢れるモダンデザ
インのロビーで、ご会
葬の方々をお迎えいた
します。

サイレントルーム（故人安置室）
故人様のそばでゆっくりお過ごしいただ
ける安置室をご用意いたします。専用の
出入口を設けるなど、細やかな配慮をさ
せていただいております。また病院から
直接お入りいただく事も可能です。

サイレントルーム入口

ホール

家族室

小さな掛け金　大きな安心　ゆうネット
互助会員募集中

月々５０００円コース（４５００００円）
月々３０００円コース（２７００００円）
月々１０００円コース（　９００００円）
◎ゆうネットセレモニーホールが会員価格でご利用になれます。
◎withホールやまみちを会員価格にてご利用になれます。
　例　メインホール２日（非会員）126000円→（会員）84000円
　例　サブホール　２日（非会員） 84000円→（会員）52500円
　例　サイレントルーム（安置施設）１日（非会員）37800円→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （会員）25200円
◎葬儀の場合、祭壇が通常価格の10％割引とお得です
◎返札品（香典返し・引出物）が10％割引になります
◎お供物（生花・盛篭）が、いつでも10％割引となります

会
　員
　特
　典

■アクセス：青森市営バス→南旭町停留所下車→徒歩１分

中三様●

井上咽喉耳鼻科様●
工藤内科医院様●
旭町通り

マエダストア様●

古川小● ●デイリーマート様

●青森県庁◎

●山道葬儀造花店本社

7 4

JR青
森駅

文

甲田中●文

●マルカワ渋川せんべい様

青森中央大橋

●みちのく銀行様

●青森金沢局様〒

浪
館
通
り 旭町地下道

“もしもの時の安心コール”年中無休３６５日・２４時間受付

0120－22－7785☎

お気軽にご相談ください！
●日替わり弁当
●各種お弁当
●会議用弁当
●パーティーや宴会用皿盛

さゝ り仕出し店
青森市本町５丁目１-24

☎017-734-5002

大人気！
「あの」卵焼き

入り！

60名まで可能な宴会場あります
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印刷のことなら

〒030－0803　青森市安方２丁目17－3
☎ 017－777－1388　FAX 017－735－5982
自分史・画集・写真集・俳句集・短歌集・川柳集・詩集

楽しく相談♪

一
般
印
刷・

カラ
ー印刷・デジタル

印
刷

出
版

物印刷・デー
タ管

理

（23）	 青　森　県　老　連	 第 148 号



第 148 号	 青　森　県　老　連	 （24）


